
第７回 枚方市立禁野小学校の新しい学校づくり協議会 次第 

 

日時：令和５年１月 28日（土）午前 10時～ 

 

 

１． 禁野小学校の新校舎整備について 

  ・解体工事（旧高陵小学校）の工程について 

 

  ・新校舎の設計について 

 

 

２．その他 

 



工事名称　枚方市立禁野小学校整備事業（設計・施工一括発注）【旧高陵小学校解体工事】
工期 2022年11月28日～2023年05月31日
概要　RC造　用途　小学校

作成年月日

2023年01月05日

搬出入車輌予定

その他

体育館

管理棟

教室棟（5）

教室棟（4）

渡廊下

教室棟（1）

15
2022年12月

30 15
2023年01月

31 15
2023年02月

31 15
2023年03月

28 15
2023年04月

31 15
2023年05月

30 15

(22)
仮設資材：4ｔ車搬入最大5台/日

(98)
仮設資材：4ｔ車搬入・搬出最大5台/日

(108)
各建物共通混合廃棄物：4ｔコンテナ設置期間入替え最大4台/日

(56)
内装撤去材：4ｔ車搬出最大2台/日

(18)
その他廃材：4ｔ車搬出最大2台/日

(79)
木屑・鉄屑：10ｔ車搬出最大5台/日

(18)
木屑・鉄屑・コンクリートガラ：10ｔ車搬出最大5台/日

(22)
石綿含有廃棄物：4ｔ車搬出最大1台/日

(59)
コンクリートガラ：10ｔ車搬出最大30台/日

(3)
準備

(11)
仮囲い設置

(1)
大型重機搬入
プール電気室石綿除去

(4)

(1)
大型重機搬入

(1)
大型重機搬入

(1)
大型重機搬入

(1)
プール足場設置

プール解体
(8)

(22)
その他・伐採伐根

(7)
整地・片づけ他

工事完了
(1)

(4)
電気室足場設置

(4)
解体準備

(11)
内部造作物撤去

外部足場防音シート養生
(1)

(10)
躯体解体

(7)
基礎解体

(3)
外部養生足場設置

(4)
内部造作物撤去（1）

石綿除去
(7)

外部足場防音シート養生
(2)

(20)
躯体解体

(11)
基礎解体

(4)
外部養生足場設置

内部造作物撤去（2）
(7)

(4)
外部養生足場設置

(16)
内部造作物撤去

(12)
躯体解体

(7)
基礎解体

(12)
石綿除去

(2)
外部足場防音シート養生

(25)
内部造作物撤去

(16)
躯体解体

(9)
基礎解体

(7)
外部養生足場設置

外部足場防音シート養生
(2)

(4)
石綿除去（1）

外部養生足場設置
(3)

外部足場防音シート養生
(2)

(7)
石綿除去（2）

(2)
躯体解体

(2)
基礎解体

(7)
内部造作物撤去

(7)
外部養生足場設置

外部足場防音シート養生
(2)

(10)
内部造作物撤去

(16)
躯体解体

(10)
基礎解体

(5)
石綿除去
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工事名称　　枚方市立禁野小学校整備事業(設計・施工一括発注)【旧高陵小学校解体工事】 ○

期間 ～ 作成 前田組・浦辺設計共同企業体

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

  工  種 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
　外部足場防音シート養生

教室棟4石綿レベル3撤去(アスベニヤ・塩ビシート・塗材・防水材) 　教室棟1石綿レベル3撤去(コーキング・防水材)

教室棟4内装造作物撤去 教室棟1内装造作物撤去

外部足場防音シート養生

石綿レベル3撤去(コーキング・アスベニヤ)

内装造作物撤去

　　外部養生足場相番解体

内装造作物撤去 外部足場防音シート養生 　　　上部躯体圧砕解体

外部養生足場相番解体

　外部足場防音シート養生 　上部躯体圧砕解体

仮設材・内装撤去材:4t車最大5台/日

石綿含有廃棄物:4t車最大1台/日

　　　木屑・鉄屑:10t車最大5台/日

重機搬入2台 コンクリートガラ:10t車最大30台/日

30t車

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3

  工  種 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

教室棟1石綿レベル3撤去(コーキング・防水材)

　教室棟1内装造作物撤去

外部養生足場相番解体

　上部躯体圧砕解体

外部養生足場相番解体

上部躯体圧砕解体

　仮設材・内装撤去材:4t車最大5台/日 仮設材:4t車最大3台/日

　　　石綿含有廃棄物:4t車最大1台/日

木屑・鉄屑:10t車最大5台/日 鉄屑:10t車最大5台/日

コンクリートガラ:10t車最大30台/日

重機搬入1台

30t車

教室棟5
解体工事

管理棟解体工事

体育館
解体工事

搬出入車両予定

教室棟1・4
解体工事

管理棟解体工事

体育館
解体工事

搬出入車両予定

教室棟1・4
解体工事

2月 3月

教室棟5
解体工事

1月・2月度月間工程表
作成者　馬場　二郎

令和5年1月1日 令和5年3月3日 令和4年12月28日

1月

天候や法令規則等により期間が変更になる場合があります
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週間工程表

工事名称 枚方市立禁野小学校整備事業（設計・施工一括発注）【旧高陵小学校解体工事】

期間
令和5年　1月３０日　～　令和5年　２月５日

天候や法令規則等により期間が変更になる場合があります

工 種

月

日 30 31

1

5

曜日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4

解体工事

仮設・準備工事

工事車両予定
全
休

全
休

工事に伴い
予想される影響

2

金属同士が接触する音

重機のエンジン音

養生足場工事

内装解体工事

仮設材４ｔ車

最大２台/日

内装解体材４ｔ車

最大３台/日

金属同士が接触する音

重機のエンジン音

養生足場工事

内装解体工事

仮設材４ｔ車

最大２台/日

内装解体材４ｔ車

最大３台/日

内装解体工事内装解体工事

躯体圧砕解体工事 躯体圧砕解体工事 躯体圧砕解体工事 躯体圧砕解体工事

養生足場工事養生足場工事

仮設材４ｔ車

最大２台/日

内装解体材４ｔ車

最大３台/日

仮設材４ｔ車

最大２台/日

内装解体材４ｔ車

最大３台/日

木屑・鉄屑１０ｔ車

最大５台/日

木屑・鉄屑１０ｔ車

最大５台/日

木屑・鉄屑１０ｔ車

最大５台/日

木屑・鉄屑１０ｔ車

最大５台/日

金属同士が接触する音

重機のエンジン音

金属同士が接触する音

重機のエンジン音

重機搬入3０ｔ車

最大１台/日

コンクリートガラ

１０ｔ車

最大３０台/日

コンクリートガラ

１０ｔ車

最大３０台/日

コンクリートガラ

１０ｔ車

最大３０台/日

コンクリートガラ

１０ｔ車

最大３０台/日

金属同士が接触する音

重機のエンジン音

仮設材４ｔ車

最大２台/日

内装解体材４ｔ車

最大３台/日

木屑・鉄屑１０ｔ車

最大５台/日

コンクリートガラ

１０ｔ車

最大３０台/日

内装解体工事

躯体圧砕解体工事

養生足場工事

金属を切断する音 金属を切断する音 金属を切断する音 金属を切断する音 金属を切断する音
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作業所高陵小学校

交差点

ＵＲ都市機構

中宮第三団地57号棟

ＵＲ都市機構

中宮第三団地56号棟

ＵＲ駐車場

記録期間１４日間

(8時30分～17時30分)

駐車台数１８台

出庫最大８台／日

入庫最大９台／日

入出庫最大１６台／日

信号機

青⇒赤

約２０秒

徐行運転15km～16kmで走行した場合、駐車場入口から交差点まで約２４秒

高陵幼稚園

工事大型車両と

一般車両の離合場所
工事関係車両停止線
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枚方市立禁野小学校新校舎における地域避難拠点の考え方について 

１） 防災避難拠点施設としての安全性の確保 

構造:RC 造一部 S 造(体育館屋根) 

防耐火性能:耐火建築物 

構造体の耐震安全性:Ⅱ類 

大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を使用できることを目標とし、人命の安全確保に加えて機能

確保が図られるものとする。 

非構造部材の耐震安全性:A 類  

大地震動後、災害応急対策活動等を円滑に行ううえ、又は危険物の管理のうえで支障となる建築非構造部材の損傷、

移動等が発生しないことを目標とし、人命 の安全確保に加えて十分な機能確保が図られるものとする。 

建築設備の耐震安全性:乙類 

大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られていることを目標とする。 

２） 避難所として必要な機能の確保 

・被災した住民の受け入れ、居住スペース 

大人数:アリーナ 

高齢者、妊産婦、障がい者など配慮が必要な方の専用スペース: 

多目的室 A(ランチルーム)、留守家庭児童会兼多目的室(1)～(4) 

 ※多目的 A、留守家兼多目的室(1)は日常的には椅子座(テーブル)仕様を想定 

 ※留守家兼多目的室(2)～(4)は日常的には床座(座卓)仕様を想定 

・生活の補助スペース 

トイレ（避難所専用）:地域トイレ、WC(2-1)、マンホールトイレ(下水本管破損時など) 

トイレ（学校併用）:WC(1-1)、1 階多目的トイレ 

更衣:更衣室（アリーナ脇） 

シャワー:1 階多目的トイレ 

・食事の提供（調理） 

インフラ停止時:あおぞら広場（庇つきで雨天利用可能） 

インフラ復旧後:家庭科室 

・生活関連物資の保管、配布など 

備蓄倉庫 

・防災本部 

コミュニティールーム、PTA 室 

・その他 

ペットの避難:屋根付き駐輪場 
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３） ライフラインの確保について 

水道 … 屋外倉庫棟の屋上に設けた受水槽(25 ㎥、有効 18 ㎥)には緊急用水栓を備えて
おり、断水・停電時でもタンク内の貯留水の利用が可能なように計画。 

 電気 … 太陽光発電装置(約 14kW)と自立運転機能付き蓄電池(約 16kWh)を備えており、
停電時においても屋内運動場の照明とコンセント(一部)、トイレ及び廊下の一
部の照明が利用可能。（日中 2 時間＋夜間 4 時間程度の想定） 

また、外部電源接続 BOX も備えており、外部接続の非常用電源によってアリ
ーナ、留守家庭児童会室兼多目的室、多目的室 A、職員室及び保健室の照明、
コンセント(一部)、エレベーターの使用が可能となり、避難所機能を安定して
使用可能。また、空調についても同じく非常用電源によって部分的に使用可
能とするよう計画。(範囲については検討中)  

 ※太陽光発電・蓄電池は自動運転のため特殊な知識や資格は不要 

 ※上記のような容量が大きい非常用電源の外部接続には専門的な知識、技術等が必要なため事前の

有資格者の確認等が必要 

 ※外部接続の非常用電源の能力によって機能に制限があります 

４） 学校教育活動の早期再開について 

• 避難所スペースは校舎南東部の１・２階に集中しているため、学校の運営が再開した
際でも管理区画の設定が容易にできる 

• 家庭科室やエレベーターについては学校機能の利用がメインとなるが、タイムスケジ
ュール管理など運用の工夫により共用が可能 

• 留守家庭児童会は１階の避難所エリアを段階的に縮小していくことによって専用室を
確保できるため、併存状態での運営再開が可能 

５） その他 

• 停電時の配慮から１・２階間にスロープを設けるという地域の意見については 1 階に
て避難所機能のバリアフリー機能を満足していると共に、階高約 4ｍに対して全⾧約
70ｍのスロープが必要となり莫大なスペースを要するため、学校の日常的な有効利用
に支障となることから不要と考えています。 

• 西側法面へのスロープ新設について、今回の新校舎の建設においては造成を行わない
ことが前提条件であり、西側法面への改造行為を実施した場合は、令和８年度内の開
校が不可能となります。当該スロープを新設する場合には、新校舎完成後からの対応
として検討が必要となります。 



外構計画 １階平面計画 ２階平面計画

正門

2F
体育館へ

1F
避難所玄関

避難所玄関

避難所玄関

防災本部
玄関

ｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑｺﾐｭﾆﾃｨﾙｰﾑ

PTA室PTA室

多目的室A多目的室A

留守家兼
多目的室1
留守家兼
多目的室1

留守家兼
多目的室2
留守家兼
多目的室2

備蓄倉庫備蓄倉庫

WC（1-1）WC（1-1）

WC
（2-1）

WC
（2-1）

家庭科準備家庭科準備

家庭科室家庭科室

地域WC地域WC

備蓄倉庫備蓄倉庫

あおぞら
広場

あおぞら
広場

留守家兼
多目的室3
留守家兼
多目的室3

留守家兼
多目的室4
留守家兼
多目的室4

1F
防災本部玄関

※図面は計画中のものであり、今後変更の可能性があります。※図面は計画中のものであり、今後変更の可能性があります。

NN

No ScaleNo Scale

凡例凡例
避難所専用エリア避難所専用エリア

学校+避難所兼用エリア（学校再開後）学校+避難所兼用エリア（学校再開後）

避難所玄関

通用門

マンホールトイレ

東門
生活備品等
搬出入車動線

屋上
受水槽

屋根付き
駐輪場

多目的WC
（ｼｬﾜｰ付き）
多目的WC
（ｼｬﾜｰ付き）

EVEV EVEV

更衣室更衣室器具庫器具庫

アリーナアリーナ

配慮が必要な方の専
用避難スペース
（直接出入り可能）

大勢が利用できる避
難スペース
（直接出入り可能）

更衣などに利用

外靴のままアリーナ
前までアクセス可能

トイレ内に区画扉を
設け、避難所専用エ
リアの設定が可能

インフラ復旧後の調
理スペースとして活
用

火を扱う炊き出しス
ペースとして活用

ペットの避難スペー
スとして活用

軒下から直結で雨天
時でも利用しやすい

外部からのアクセス
がしやすい

緊急水栓で貯留水の
利用が可能

学校再開時には避難
専用エリアを縮小し
て避難所と併存で
き、教育活動の早期
再開につながる

エレベーターの利用
が必要な際のみ利用
（避難所としてのバ
リアフリー性能は 1
階にて確保）

枚方市立禁野小学校新校舎における地域避難拠点の考え方について 補足資料
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